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Abstract : Self-stigma is factor that prompts mental patients to reject participating in society and 
treatment. This study aimed to consider factors that increase or reduce the self-stigma of patients with 
mental illness. The 4 subjects were divided into 2 traits according to the degree of self-stigma, and the 
interviews of patients with high and low self-stigma were analyzed. The results indicate discrimination 
and prejudice against patients with mental illness by family, medical staff, and acquaintances intensify 
mental patients’ self-stigma. Furthermore, positive self-awareness bolstered by the support of receptive 
family members, medical staff, and acquaintances reduces mental patients’ self-stigma. In conclusion, 
patients with mental illness can gain successful experiences through the support of receptive family 
members, medical staff, and acquaintances with mental illness. Moreover, they can gain positive self-
awareness through successful experiences and take action to better cope with self-stigma in society.























































行った． 1 人30分から 1 時間程度で 1 回実施した．
インタビュー内容は同意を得て録音，メモを行った．
　 1 ）Link スティグマ尺度
　Link スティグマ尺度は，精神疾患を有する者，治
療歴のある者に対する被差別の認識の程度を評価する

































































































































男性 統合失調症 3 回 未婚・家族と同居







A 氏 24点 低い人
B 氏 41点 高い人
C 氏 42点 高い人
D 氏 43点 高い人













周りからの目とは関係なく、     精神障害を持っていることを  前向きで行き届いた 
精神障害を個性として理解し、   含め“A さん自身”を受容し  押しつけがましくな 
受容している A さんと家族         支えてくれる家族『支え』  いサポート『提供』 
     『個性』                        
 
 
精神障害は（偏見を持つ必要のない）他科の        個として認められても 
病気と同じであるという理解とは別に、        世間の偏見は根強く変わらない 
































































































































































































精神障害を持ちながらも、精神障害を持つ     自分とは距離のある地域の人を 









家族や医療従事者、同じ疾患を持つ身近な人         精神障害（理解のなさ、 
であっても、その人が持つ精神障害者という        差別、症状・障害）のため 
偏見に捕われ、精神障害をもつ B さん、          に、社会で働いたり、生活 




自分は家族の負担になっているという認識        就労施設内での自己実現と 









図 2 ． 精神障害をかかえ、シャットダウンや“自分はちが
う”と思うことで、自分を守りながら社会で生きて


































































間の存在】が B さん，C さん，D さんの自己効力感
を高めているが，【精神障害（理解のなさ，差別，症
状・障害）のために，社会で働いたり，生活すること
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